
　町では、地域防災計画を補完するものとして、長万部川タイムラインを策定しました。
大雨や台風などが接近することをあらかじめ予測し、関係者が災害時に行う防災行動を時系列に沿ってとりまとめ
たもので、「いつ」、「だれが」、「何をするか」が明確になることから、防災力の向上に役立つとされ、町民の
方々が安全に避難行動ができるようになります。
　ただし、災害の状況により、対応が異なりますので、災害時には町からの最新の情報にご注意ください。
　町民の皆様は、タイムラインを参考に、情報収集や避難の準備などを行ってください。
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした
　　　避難勧告発令着目型タイムライン（防災行動計画）
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◇台風予報

◇台風に関する渡島・
　檜山地方気象情報（随時）

◇大雨・洪水注意報発表

◇大雨警報・洪水警報発表

◇暴風警報発表

◇大雨特別警報発表

◇必要に応じて気象支援
　資料の提供

○水防訓練の実施　○防災体制の確認
○防災マップ・ハザードマップ等の
　作成及び住民への周知
○住民等における自主防災
　体制の整備・育成
〔防災体制　第１段階〕

〔防災体制　第２段階〕

　　　　　　　　○水防機関出動準備

○指定緊急避難場所開設を検討

○消防機関の分団長以上招集

○１時間ごとに河川水位、雨量、
　降水短時間予報を確認

○重要水防区域等の非常監視警戒

○水防資機材等の整備、準備

○災害対策本部設置準備
（第３種非常配備体制で設置）

○重要な指定緊急避難場所開設準備

〔防災体制　第３段階〕

○災害対策本部設置
○住民組織等と連携し、　
　要配慮者の避難を誘導
○１０分ごとに河川水位、雨量、
　降水短時間予報を確認
○大雨特別警報の住民への周知
〔防災体制　第４段階〕

避難勧告等の伝達

○防災行政無線
○北海道防災
　情報システム
　への入力
　・ＴＶ放送　
　・ラジオ放送
　・エリアメール
　・緊急速報ﾒｰﾙ
○広報車
○消防車
○サイレン

○氾濫発生情報を
　関係機関へ通報

○未避難者の緊急避難  
○屋内安全確保(垂直避難)

○水防団自主避難

○避難状況の把握

○避難者への支援

○水防訓練への参加
○防災グッズの準備
○自宅保全
○家族との連絡方法確認
○ハザードマップ等による
　避難所・避難ルートの確認
○隣近所との相互協力関係の醸成

○テレビ、ラジオ、
　インターネット、携帯メール等に
　よる大雨や河川の状況を確認

○外出の中止、家族の動向確認
○避難の準備（要配慮者）
○氾濫に関する情報に注意
○避難準備情報・
　　　要配慮者避難開始情報の覚知
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長万部川タイムライン（防災行動計画）について

第１非常配備体制

第２非常
配備体制

第３非常
配備体制

避難準備情報
要配慮者開始

要配慮者
避難開始

避難勧告 避難開始

避難指示
（緊急） 避難完了

最終的な
危険回避行動避難解除

水防団待機水位到達
長万部川水位観測所(水位8.82m)

水防警報(待機)水位到達

氾濫注意水位到達

避難判断水位到達

※台風上陸

氾濫危険水位到達

計画高水位到達

越水・溢水発生

長万部川水位観測所(水位9.36m)

長万部川水位観測所(水位9.89m)

長万部川水位観測所(水位10.18m)

長万部川水位観測所(水位11.11m)

長万部川水位観測所(水位11.11m)

長万部川水位観測所(水位13.15m)

氾濫発生

避難所
開設時間

ｰ38min》


